
 

          

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 ７ 月 １ 日 

目黒区立原町保育園園長 

 

★あせも 

汗のたまりやすい背中や肘の内側、首、手首のくびれなどに多く現れます。 

【予防のために】 

・汗を吸い取りやすい素材の衣類を選びましょう。 

・汗をこまめにふき取りましょう。シャワーや着替えをして、皮膚の清潔を保ちましょう。 

 

★とびひ 

あせもや擦り傷、虫刺されなどを掻き壊して傷ついた皮膚に細菌が入り込み、水疱やかさぶたを作ります。 

掻くことで、手指を介して全身に広がります。 

【予防のために】 

・こまめに手を洗い、掻き壊さないように爪は短く切っておきましょう。 

※感染力が強いので、早めに受診をしましょう。(登園届が必要です。) 

※傷口がジュクジュクしている時は、ガーゼなどで覆い、傷口を保護して登園してください。 

 

夏の皮膚トラブルに気をつけましょう 

 

 

保育園では毎月身体計測をしています。計測が終わると「あー、大きく

なった！」と言って、お友達と笑い合う姿を見て嬉しくなりました。身体

計測が、子どもたちにとっても自分の成長を感じられる機会になっている

とよいなぁと思いながら計測をしています。   看護師 

 

  プール開き  

 七夕会      ※ 中旬 避難訓練・身体計測 

  笹焼き 

 

今年は、梅雨入りが遅く園庭でのどろんこ遊びも盛大に行われています。先月は近隣園の子どもたちが

どろんこ遊びに参加して一緒に遊んだり、５歳児は混合チームを作りドッチボール大会も行ないました。

今後も近隣園との交流も進めていきたいと思います。 

 園にも慣れてきて安心して行動できる範囲の広がってきた０歳児が、他クラスがどろんこ遊びで水たま

りができたところにハイハイでやってきて座りました。小さな手で水たまりにピシャンと叩くと泥水がパ

シャと跳ねました。その様子が楽しいのかまた、“ピシャン”“パシャン”と顔に泥が跳ねても構わずに

繰り返し楽しんでいます。そのうち叩くだけでなく地面の砂も掻き出しました。水、泥の感触を全身の感

覚を使って楽しんでいました。「なんだろう」「おもしろい」と興味を持ったことをひたすら楽しむ姿を大

切にしたいと感じました。 

 ６月２８日には「夏まつり」がにぎやかに行われ、今月から水遊び・プールがはじまります。夏ならで

はの遊びを楽しんでいきたいと思います。健康チェックや持ち物等ご協力お願いします。 



                           「 新しい発見！ 」    3歳児クラス 

  園庭やコロちゃん公園では、虫探しや花、実など自然物を探して遊ぶことを楽しんでいます。 

“ダンゴムシのコロちゃん”の絵本を読み、ダンゴムシが脱皮することを知ると、白く脱皮したダンゴム

シの殻を探したり、「おとうさんかな？」「ちっちゃいあかちゃんだ！」 

と大きさや形の違いからイメージを膨らませて虫探しをしています。 

また、小さなダンゴムシを見つけて丸まらないことに気付き、 

「あかちゃんはクルンってならないみたい」と観察する中での新しい発見 

が嬉しい子どもたちです。今後も自然物に触れながら、季節を感じたり 

発見を一緒に楽しんでいきたいと思います。 

 

                     

「 砂場に海を作ろう 」  ５歳児クラス 

 暑い日が増え、水を使って泥遊びを楽しんでいます。「海を作ろうよ」という声に「いいよ」「私も入れて」

と友達数人が集まって穴を掘り始めました。シャベルで砂を掘りながら「この穴が深くなったら水入れよう

ね」「うん、それで中にも入っちゃおうよ」と期待を膨らませています。大きい穴ができるとバケツや洗面

器を持って水を汲みに行き、こぼさないように気を付けながら運んでいます。穴に水を入れるとあっという

間に砂に吸収されてしまい「あれ？海にならないね…」と不思議そうです。 

「もっと水持って来よう」とどんどん水を流し入れ「できてきた」と 

水がたまっていく様子を見て喜んでいます。水が沢山たまると足を入れて 

「気持ちいい」と話したり「せーの」とジャンプして入り、友達と大笑い 

で遊んでいました。水や泥の感触を味わったり、性質を考えてみたりしなが 

ら、この時季ならではの遊びを友達と楽しんでいます。 

 幼児クラスの戸外の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 やってみたい 」   4歳児クラス              

ぽぷら組では登り棒を楽しんでいます。最初は「手伝って」と保育士に頼る姿だった子どもたち 

でしたが、友達の姿を見て“やってみたい”という姿になってきました。 

「○○ちゃんあそこまで行けるんだよ」「そこまで行きたい」と言って自分から挑戦しています。 

友達が頑張る姿を見て「○○ちゃんすごーい！」と憧れたり、刺激を受けたりしています。 

腕の力だけで登ろうとしていた姿から、ステップアップし両足を使って登ろうとします。 

「先生見て～！」と少し高いところまで行けると、嬉しそうな表情 

を見せ「こんなこともできるよ」と両手でぶら下がってみたり、 

登り棒の遊びを楽しんでいます。自分で出来た、と達成感や満足感 

を味わえるようにしていきたいと思います。 

 

園庭や散歩先でも友達や保育士と一緒に発見や挑戦をしたり、遊具を介して好きな遊びを見つ

けながら過ごしています。今月は、戸外あそびの姿をお知らせします。 

 


